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１．本書の目的

　　確保すべき施工品質の最低基準を明確にし、施工基準書として

　　運用を図り製品品質の標準化を目指すことを目的とする。

２．運用

　　本施工基準書は、２０１６年８月１日より２０１７年７月３１日

　　まで運用する。

　　・設計図書を最優先とする。

　　・基準項目は、すべて社内基準とする。

　　・基準項目の追加若しくは変更が行われた場合は適宜対応する。

はじめに



１．一般事項

・ 工事日報は、毎日作業終了後に記入を行い、毎月２０日に総務へ提出する。

・ 毎日の行先及び作業内容を工事部用ホワイトボードへ記入し、スケジュール

管理を行う。

・ 毎週金曜日の、工事部打合せには原則として必ず出席する。

・ メンテナンス工事終了後は、必ず現場担当者に作業完了の報告を行う。

・ メンテナンス工事完了後、作業完了報告書に必要事項を記載し、現場担当者

へ提出する。

・ 原則として、工事現場に電線・ケーブル等を保管しない。

※止むを得ず保管する場合は、防犯対策を徹底すること。

・ 電動工具、腰道具は必ず毎日持ち帰る。

・

・

・



２．　施工基準施工基準



防火区画の貫通 「管路」

不燃材の管

Ｌ＝1000mm以上 Ｌ＝1000mm以上

防火区画の貫通 メーカー

標準施工に準ずる

金属管（床・壁）

防火区画の貫通 メーカー

標準施工に準ずる

ＰＦ管・ケーブル貫通

基準図（施工方法） 摘　　要

電
線
等
の
防
火
区
画
等
の
貫
通

項目 工　　種 社内基準 規格値

ＰＦ管
エンドカバーエンドカバー

ＰＦ管
エンドカバーエンドカバー

ＰＦ管ＰＦ管

※金属管の場合も上記に準ずる。

ケーブルケーブル

耐火シール処理耐火シール処理
Ｌ Ｌ

Ｌ Ｌ

防火区画壁

防火区画壁



合成樹脂管配管 Ｌ＝1000mm以下 Ｌ＝1000mm以下

合成樹脂管配管 Ｌ＝300mm以下 Ｌ＝300mm以下

合成樹脂管配管 Ｌ1＝1500mm以下 Ｌ1＝1500mm以下

Ｌ2＝300mm以下 Ｌ2＝300mm以下

※ｺﾝｸﾘｰﾄに埋設

する場合Ｌ１を

1000㎜以下とする

合成樹脂管配管 Ｌ1＝1500mm以下 Ｌ1＝1500mm以下

Ｌ2＝300mm以下 Ｌ2＝300mm以下

※ｺﾝｸﾘｰﾄに埋設

する場合Ｌ１を

1000㎜以下とする

摘　　要項目 工　　種 社内基準 規格値 基準図（施工方法）

埋
　
　
込
　
　
配
　
　
管

軽
　
　
量
　
　
内
　
　
等
　
　
隠
　
　
ぺ
　
　
い
　
　
配
　
　
管

ボックス

コネクタ

コネクタ

合成樹脂管
下筋

Ｌ

カップリング

L

コネクタ

合成樹脂管
下筋

カップリング

ボックス
コネクタ

Ｌ

25
以

上
25

以
上

金属管

配管支持材

クリップ等

Ｌ

Ｌ

アウトレットボックス

Ｌ
2

合成樹脂管

軽鉄間仕切り

ボックス支持金具

Ｌ
1

配管支持金具

アウトレットボックス

９ｍｍボルト

ボックス支持金具

固定しない

９ｍｍボルト

Ｌ
2

結束
軽鉄間仕切り

保護管（ＰＦ管）

軽鉄間仕切り

Ｌ
1



金属管配管 Ｌ＝300mm以下 Ｌ＝300mm以下

金属管配管 Ｌ＝2000mm以下 Ｌ＝2000mm以下

金属管配管 Ｌ1＝2000mm以下 Ｌ1＝2000mm以下

Ｌ2＝500mm以下 Ｌ2＝500mm以下

基準図（施工方法） 摘　　要

露
　
　
出
　
　
配
　
　
管

項目 工　　種 社内基準 規格値 金属管

配管吊り材

吊ボルト

インサート

φ９(φ１２)

パイプクリップ

パイプハンガー
４５×４０

　 Ｌ1

Ｌ2

プルボックス

  Ｌ2Ｌ1　Ｌ2　Ｌ2

吊ボルト

Ｌ2

Ｌ2

壁

ﾊﾟｲﾌﾟｸﾘｯﾌﾟ等

ﾊﾟｲﾌﾟﾊﾝｶﾞｰ等



１種金属線ぴ 支持間隔： 支持間隔：

（メタルモール） 900㎜以下 1000㎜以下

垂直：

1mにつき1㎜以内

２種金属線ぴ 支持間隔： 支持間隔：

（レースウェイ） 1500㎜以下 1500㎜以下

基準図（施工方法） 摘　　要

金
　
属
　
線
　
ぴ

項目 工　　種 社内基準 規格値



ケーブル配線 Ｌ1＝2000mm以下 Ｌ1＝2000mm以下

※ｹｰﾌﾞﾙ支持材は

本数に見合った

資材を使用する

ケーブルラック配線 Ｌ1＝1500mm以下 Ｌ1＝3000mm以下

Ｌ2＝1000mm以下 Ｌ2＝1500mm以下

摘　　要項目 工　　種 社内基準 規格値 基準図（施工方法）

二
　
重
　
天
　
井
　
内
　
配
　
線

ケ
ー
ブ
ル
ラ
ッ
ク
上
配
線

水平部

垂直部

Ｌ1

親桁 子桁 ケーブル

支持金物

親桁

ケーブル

子桁

Ｌ
2

Ｌ１
Ｌ１



ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ設置 支持間隔：Ｓ

　鋼　　製 　鋼　　製

Ｓ＝1800mm以下 Ｓ＝2000mm以下

　アルミ製 　アルミ製

Ｓ＝1500mm以下 Ｓ＝1500mm以下

取付高さ：Ｈ

設計値±10mm

設置位置：Ｌ

設計値±10mm

「設置位置」

Ｌ Ｌ

は指定された箇所

基準図（施工方法） 摘　　要

ケ
 
ー
 
ブ
 
ル
 
ラ
 
ッ
 
ク
 
設
 
置

項目 工　　種 社内基準 規格値

吊ボルト

ラック Ｗ＋１４０（標 準）

Ｓ

支持金物等

ケーブル吊金具

Ｈ

ＳＬまたはＦＬ

「ケーブルラック」

Ｌ1

親桁 子桁 ケーブル



ケーブル配線 ケーブルの立上

げ保護：Ｌ Ｌ＝2500mm以上

Ｌ1＝500mm以下

Ｌ2＝1500mm以下

ｽﾃﾝﾚｽﾊﾞﾝﾄﾞ

1000㎜以下

埋設シートは

Ｈの1/2に敷設

コンクリート柱建柱 根入深さ：ｈ

Ｈ≦＊＊ｍ Ｈ≦＊＊ｍ

ｈ＝1/6Ｈ以上 ｈ＝1/6Ｈ以上

設計値＋100mm 設計値＋100mm

根入深さ：ｈ1 根入深さ：ｈ1

ｈ1＝300mm以上 ｈ1＝300mm以上

ﾌﾞﾛｯｸﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ 埋設深さ：Ｈ

設計値±30㎜

摘　　要項目 工　　種 社内基準 規格値 基準図（施工方法）

コ
 
ン
 
ク
 
リ
 
ー
 
ト
 
柱
 
建
 
柱

ハ
　
ン
　
ド
　
ホ
　
ー
　
ル
　
設
　
置

地
中
配
管
・
ケ
ー
ブ
ル
保
護

地中配管 保護砂

　厚さ：ｈ

管上部：50mm以上

埋設深さ：Ｈ

設計値以上

但し、上限は200mm

までとする。

ｈ

Ｈ

GL

根枷

コンクリート柱

ｈ1

ケーブル保護管

自在バンド

ケーブル

ステンレスバンド

ＧＬ

Ｌ

埋戻し土埋設シート

保護砂又は良質土 Ｈ

ｈ

舗装

管路
保護砂又は良質土敷き均し

L2

L2

L1

ＧＬ

Ｈ



Ａ種接地工事 接地極の埋設

ＥＡ 深さ：ｈ

ｈ＝750mm以上 ｈ＝750mm以上

接地極相互の 接地極相互の

離隔：右図 離隔：右図

接地抵抗値 接地抵抗値

９Ω以下 １０Ω以下

建造物と接地極の離れは１ｍ以上とする。

Ｂ種接地工事 接地極の埋設

ＥＢ 深さ：ｈ

ｈ＝750mm以上 ｈ＝750mm以上

接地極相互の 接地極相互の

離隔：右図 離隔：右図

接地抵抗値 接地抵抗値

電力会社計算値の 電力会社計算値

90%以下とする

Ｃ種接地工事 接地極の埋設

ＥＣ 深さ：ｈ

ｈ＝750mm以上 ｈ＝750mm以上

接地極相互の 接地極相互の

離隔：右図 離隔：右図

接地抵抗値 接地抵抗値

９Ω以下 １０Ω以下

Ｄ種接地工事 接地極の埋設

ＥＤ 深さ：ｈ

ｈ＝750mm以上 ｈ＝750mm以上

接地極相互の 接地極相互の

離隔：右図 離隔：右図

接地抵抗値 接地抵抗値

９０Ω以下 １００Ω以下

基準図（施工方法） 摘　　要

接
　
　
地
　
　
工
　
　
事

項目 工　　種 社内基準 規格値

h
=



配線器具取付 取付高さ：Ｈ

設計値±20mm

基準図（施工方法） 摘　　要

機
　
　
器
　
　
取
　
　
付

項目 工　　種 社内基準 規格値



埋込型 取付高さ：ｈ

設計値±20mm

垂直：

1mにつき1㎜以内

露出型 取付高さ：ｈ

設計値±20mm

垂直：

1mにつき1㎜以内

自立型 取付高さ：ｈ

設計値±20mm

据付位置：Ｌ1

設計値±20mm

据付位置：Ｌ2

設計値±20mm

垂直：

1mにつき1㎜以内

測　　定　　箇　　所 摘　　要

分
　
　
電
　
　
盤
　
　
取
　
　
付

項目 工　　種 測定項目 規格値

ｈ

盤上端

ｈ

盤上端

ｈ

Ｌ2

Ｌ1

指定された場所



３．施工方法

・ 金物等に取付する保護キャップは、屋外で使用する場合はグレーとし、屋内で使用する

場合は、その都度担当者と協議する。

・ 外気等による結露が起きる恐れのある場所及び水、埃、音の入る恐れのある所に使用す

る配管端部には、シール等を充填し水等の進入を防ぐ。

・ 屋外及び水気のある場所にて機器にコーキングを行う場合、専用の養生テープ及び工具

を使用する

・ 屋外で使用する配管支持金物等は、原則溶融亜鉛メッキ仕上げとする。

ただし、別途指示があった場合はこの限りではない。

・ 新設工事に限らず、改修工事及び仮設工事においても接地抵抗測定を行い、基準値に満

たない場合、担当者と協議する。

・ 屋外配管において、支持材にサドルを使用する場合は、原則両サドルを使用する。

・ 各支持材の取付後、ナットの増締め、及びマーキングを行う。

・ 単相２００Ｖ回路にＶＶＦケーブル等を使用する場合、Ｒ相に赤色、Ｔ相に黒色、Ｓ相

に白色の電線を使用する。

・ ケーブルの結束等に結束バンドを使用する場合、屋外は黒色、屋内は白色とする。

ただし、別途指示があった場合はこの限りでない。

・ ブレーカーとの接続は、原則端子接続とし単線の場合端子接続若しくは巻付接続とする。

・ ブレーカーに接続後は、増締及びマーキングを行う。

・ 配線器具を取付する場合、水平器を使用する。

・ 壁・床・基礎スリーブを固定する場合、被服バインドを使用する。

・ 地中での接地線の結線は、圧着接続とし、エフコテープ及びビニルテープで処理をする。

・ 最上階で、断熱材の中に使用するインサートは断熱仕様とする。

・ 中空耐火壁に使用する配管はＰＦ管とし、ボックスは金属製を使用する。

・ 端末部以外の１５Ａコンセントの配線は、原則2.0mm以上とする。

・ 壁付コンセントプレートに弱電機器が混合する場合、弱電機器を壁側に取り付ける。

取り付ける。ただし、別途指示があった場合はこの限りでない。

・ スイッチを３個以上取り付ける場合は、ネーム付を使用する。

・ プルボックス内のボルト先端部には、必ずすべてにボルト端末保護キャップ

を取り付けること。


